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突然の犯罪や事件・事故によって大切な人を亡くしたり、自身の心身に重篤なダメージを負ったりした被害者を目の前にしたとき、私たち心理臨
床家もその被害の深刻さに圧倒され言葉を失います。そのようなことから被害者支援という臨床は、殊更難易度が高く、一部の特別な訓練を重ね
た専門家がその任にあたるものだという印象を抱く人が多いのも否定できません。しかしながら、他の主訴の背景に何らかの被害体験がある場合
は珍しいことではなく、被害者支援はすべての心理臨床家に決して縁遠いものではありません。また、今回私たちが初めて直面している新型コロ
ナ禍においては多くの国民が何らかの被害を被っており、被害者支援の視点の重要性はより高まっていると言えます。
そこで、本研修会では、前回研修会で大変好評であった上田勝久先生の基調講演で精神分析的な視点から被害者支援を読み解いていただ
いたのち、長年犯罪被害者支援の実践を重ねてきた本委員会の西脇委員から被害者に向き合った時に支援者に生じる揺らぎに焦点を当ててお
話しいただきます。さらに、稲本委員からは、病院の日常臨床や新型コロナウイルス対応の最前線で働くかたがたの傷つきへの支援を例に、話題
提供をしていただきます。

◆企画主旨◆

◆ テーマ◆

被害者支援と日常臨床Ｐａｒｔ２

新型コロナ禍の今だからこそ、
あらためて考えたい被害者支援と支援者支援



午前の部 (10:00～12:00) 午後の部 (13:00～16:00)

テーマ 断絶と修復―精神分析からみた被害者支援 支援者の傷つきと揺らぎを支える
（グループ討議とシェアリング）

講師 上田 勝久 話
題
提
供
１

講師
西脇 喜恵子（障害者支援委員会･委員）

所属 兵庫教育大学
所属

東京有明医療大学学生総合支援室内容 不幸な事故や事件に巻き込まれ、「被害者」となったと
き、人は世界や他者とのつながりの感覚を失います。そ
の断絶はさまざまな水準で生じます。そして、私たちの
役割はこの断絶の修復です。ふたたび彼らを世界や人と
つなげていくことです。しかし、忘れてならないのは、
事故にせよ、事件にせよ、被害者は世界や人との接触の
なかで、つながりの感覚を破綻させたという事実です。
ここには「つながりこそが彼らに脅威を与えた」という、
容易には解決し難い矛盾があります。被害者支援は決し
て「良い対象である支援者が不幸な被害者を支援する」
というリニアなモデルでは語れません。この矛盾にどの
ように対峙していくのかについて検討していきたいと思
います。

話題
被害者支援にたずさわるとき

話
題
提
供
２

講師
稲本 絵里（被害者支援委員会･委員）

所属
日本医科大学多摩永山病院

話題
支援者支援の実際

司会者 窪田 由紀（九州産業大学 / 被害者支援委員会･委員）

◆ 10月24日(土) 開催内容
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上記 オンライン研修・受講していただき、受講合計時間が5時間以上となった方は
資格更新ポイントの付与対象者となります。



◆オンライン研修会（Zoom）申込時の注意事項（１）
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・当研修会は、Zoomというツールを使用します。Zoomミーティングを経験されている方を対象にしています。
Zoomの使用方法やカメラ・マイクの操作を理解していることが必要です。
なお、当会では、Zoomや機材に関するお問合せには対応いたしかねます。

・パソコンもしくはタブレットでの参加をお願いします。
スマートフォンでの参加も可能ですが、資料を画面共有した際に文字が見えにくい場合等があり推奨しません。

・有線または無線ブロードバンド回線、カメラ・マイク（内蔵もしくは外付け）が必須となります。

・当研修会は、資格更新ポイントの付与を前提としていることから、カメラは常に「オン」の状態で
受講いただきます。また、マイクは通常「ミュート」とし、必要に応じて「ミュート」を解除していただきます。

・参加者のパソコン等の性能（CPU等）やインターネット接続回線（Wi-Fi電波が弱いなど）によっては、正常に
受講いただけない場合があります。必ず、事前にご確認ください。
参加者の機器やインターネット接続、環境を原因とするトラブルなどが発生した場合には、オンライン研修会・
開催中の対応はできません。



◆オンライン研修会（Zoom）申込時の注意事項（２）
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・初めて Zoom を利用する方は、Zoom アプリケーションをインストールしてください。
https://zoom.us/download#client_4meeting

・Zoomのシステム要件は、こちらを参照ください。

・参加するだけならば、Zoomアカウントの登録は不要です。

・研修会当日に、Zoomのシステムや当会に起因するトラブルが原因で中断・中止した場合、時間の延長・別日程
での開催のいずれかの対応を行います。
なお、当会はそれによって生じる損失の責任を負うことはできません。

・受講者1名につき1端末で参加してください。複数端末で受講されていることが確認された場合、強制退出して
いただくことがあります。

・1名分の申込みでの複数名の聴講は禁止します。

・参加者による録音・録画は如何なる場合も禁止します。

https://zoom.us/download#client_4meeting
https://support.zoom.us/hc/ja/articles/201362023-System-Requirements-for-PC-Mac-and-Linux


◆申込から参加までの流れ
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・申込が完了した時点で、申込時に入力されたメールアドレスあてに研修会お申込み自動返信メールが届きます。
自動返信メールには、付番された研修会・講座番号、受付番号や申込時の入力内容が記載されるとともに、
参加費のお支払い方法等をお知らせしています。
なお、研修会・講座番号と受付番号は、下記のとおりZoomの事前登録手続きの際に必要となりますので、
事前登録が完了するまでメールを保管してください。

・お申込みから１週間以内に参加費を指定の口座にお振込みください。

・参加費のお振込みが当会に通知されるまでには、最短で２営業日を要します。

・参加費の振込みが確認された後、「Zoom事前登録のお願い」のメールをお送りします。
オンライン研修会参加のためのZoom事前登録を行っていただく必要がありますので、メールに記載されている
期日までに事前登録の手続きをお願いします。
なお、事前登録の際に、自動返信メールでお知らせした研修会・講座番号と受付番号を入力していただきます。

・事前登録を行っていただくと、数日以内に「招待メール」が届きます。
この「招待メール」に記載の手順により当日オンライン研修会に参加していただくことになりますので、
研修会が終了するまでメールを保管してください。

・研修会開催日の１営業日前を目処に「招待メール」を再送信いたします。
先の「招待メール」を紛失した場合は、こちらを使用して当日ご参加ください。


